
 

 

 

 

 

「 参 考 資 料 編」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料編 目次 

 

１ 平成 18 年度～21 年度までの事業実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 (1) 平成 21 年度までの 4年間の事業実施状況 

 (2) 事業別実施状況 

 

２ 調査状況 

 (1) 調査箇所一覧表、調査箇所位置図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

 (2) 調査方法（詳細） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

  ア 土砂受け箱による侵食土砂量調査 

  イ 土壌断面の根系分布調査 

  ウ 立木の引き倒し抵抗力調査 

  エ 森林土壌の浸透能調査 

  オ 集落裏山に対する防災意識変化に関する住民アンケートについて 

  カ 農作物被害等に対する住民アンケートについて 

 

３ 事業評価における個別便益の算定方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

(1) 土砂流出防止便益 

(2) 土砂崩壊防止便益 

(3) 山地災害防止便益 

 (4) 洪水緩和便益 

 (5) 水資源貯留便益 

(6) 水質浄化便益 

 (7) 二酸化炭素吸収便益 

 (8) 生産減収被害防止便益 

 

４ 経済波及効果計算プロセス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７ 

 

５ 引用文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

 

６ 参考文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０ 

 



１ 平成18年度～21年度までの事業実施状況

(1) 平成21年度までの４年間の事業実施状況

箇所 面積(ha) 箇所 面積(ha) 箇所 面積(ha) 箇所 面積(ha) 箇所 面積(ha)

神戸 神戸市 4 46 5 108 9 154

計 4 46 5 108 9 154

阪神南 西宮市 1 15 1 15

計 1 15 1 15

阪神北 三田市 10 9 1 19 11 28

猪名川町 4 3 1 29 5 32

計 14 12 1 19 1 29 16 60

東播磨 加古川市 2 40 2 40

計 2 40 2 40

北播磨 西脇市 36 68 2 52 1 30 39 150

加西市 1 3 2 24 3 27

多可町 216 493 3 51 3 86 1 30 223 660

計 253 564 7 127 4 116 1 30 265 837

中播磨 姫路市 459 791 1 30 460 821

神河町 392 965 3 63 4 122 1 35 400 1,185

市川町 91 107 1 33 92 140

福崎町 2 6 2 6

計 944 1,869 3 63 5 155 2 65 954 2,152

西播磨 相生市 1 34 1 34

赤穂市 3 66 2 56 5 122

上郡町 102 116 1 17 1 31 104 164

佐用町 265 249 3 56 268 305

たつの市 12 48 3 105 1 32 1 24 17 209

宍粟市 364 795 3 92 5 153 1 28 373 1,068

計 743 1,208 13 336 6 185 6 173 768 1,902

但馬 豊岡市 605 923 12 245 2 33 2 66 621 1,267

香美町 685 778 6 179 3 65 3 102 697 1,124

新温泉町 469 449 4 112 3 96 476 657

養父市 880 1,755 9 193 5 147 4 119 898 2,214

朝来市 402 1,140 5 96 2 65 2 66 411 1,367

計 3,041 5,045 36 825 12 310 14 449 3,103 6,629

丹波 丹波市 233 571 3 68 2 34 238 673

篠山市 224 362 4 90 2 61 3 98 233 611

計 457 933 7 158 4 95 3 98 471 1,284

淡路 洲本市 3 17 1 32 4 49

南あわじ市 1 11 1 11

淡路市 1 7 1 7

計 3 17 2 18 1 32 6 67

5,459 9,694 77 1,709 31 861 28 876 5,595 13,140
注1：「針葉樹林と広葉樹林の混交林整備」については原則２か年事業である。

（１年目に基本計画調査、路網整備、２年目に路網整備の継続、広葉樹の植栽）

注2：「野生動物育成林整備」については原則２か年事業である。

（１年目に基本計画調査、２～３年目に森林整備）

〔全体計画 11,700ha〕

針葉樹林と広葉樹
林の混交林整備
(注1)

野生動物育成林整備
（注2）

緊急防災林整備 里山防災林整備

合 計

県民局 実施市町
〔全体計画 1,000ha〕

計(累計)

〔全体計画 1,000ha〕〔全体計画 2,000ha〕

区 分
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(2) 事業別実施状況

ア 緊急防災林整備

箇所 面積(ha) 箇所 面積(ha) 箇所 面積(ha) 箇所 面積(ha)

神戸 神戸市 2 45 2 1

計 2 45 2 1 0 0 0 0

阪神北 三田市 1 1 1 1 3 4 5 3

猪名川町 1 1 1 1 2 1

計 1 1 2 2 4 5 7 4

北播磨 西脇市 4 10 8 15 12 19 12 24

加西市 1 3

多可町 49 150 55 131 46 115 66 97

計 53 160 64 149 58 134 78 121

中播磨 姫路市 68 117 122 223 105 217 164 234

神河町 91 244 65 216 97 231 139 274

市川町 21 30 17 20 14 14 39 43

福崎町 1 2 1 4

計 181 393 205 463 216 462 342 551

西播磨 上郡町 30 37 24 28 23 24 25 27

佐用町 61 45 139 116 49 58 16 30

たつの市 6 13 4 20 2 15

宍粟市 93 229 88 193 89 176 94 197

計 184 311 257 350 165 278 137 269

但馬 豊岡市 107 290 107 161 198 244 193 228

香美町 340 332 118 141 115 144 112 161

新温泉町 70 72 113 120 162 137 124 120

養父市 141 382 253 554 244 419 242 400

朝来市 33 103 90 261 137 359 142 417

計 691 1,179 681 1,237 856 1,303 813 1,326

丹波 丹波市 59 151 67 160 58 169 49 91

篠山市 52 100 78 106 45 104 49 52

計 111 251 145 266 103 273 98 143

淡路 洲本市 1 8 1 5 1 4

計 0 0 1 8 1 5 1 4

1,223 2,340 1,357 2,476 1,403 2,460 1,476 2,418

21年度

合 計

県民局 実施市町
19年度 20年度18年度
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イ 里山防災林整備

県民局 市 町 地 区 面積(ha) 実施年度 実施内容

神 戸 神戸市 北区有野町有野(天ケ峰) 23 18年度 柵工、森林整備

北区有野町有野(東ケ辻) 27 18年度 柵工、森林整備

北区有野町唐櫃六甲山 23 19年度 柵工、かご枠工、森林整備

北区淡河町淡河 16 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

西区神出町東 19 21年度 柵工、森林整備

計 108

阪神南 西宮市 山口町下山口 15 18年度 柵工、森林整備

阪神北 三田市 川原 19 18年度 柵工、落石対策工、森林整備

東播磨 加古川市 志方町高畑 17 18年度 柵工、森林整備

志方町行常 23 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

計 40

北播磨 加西市 若井町 10 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

若井町 14 21年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

西脇市 市原町 13 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

明楽寺町 39 21年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

多可町 八千代区中村 12 18年度 柵工、水路、森林整備

加美区丹治 25 19年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

八千代区下三原 14 21年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

計 127

中播磨 神河町 新野 20 18年度 柵工、森林整備

猪篠 12 19年度 柵工、かご枠工、森林整備

柏尾 31 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

計 63

西播磨 赤穂市 西有年湯ノ内 26 19年度 柵工、かご枠工、森林整備

西有年東山 20 20年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

周世 20 21年度 柵工、森林整備

佐用町 庵 13 18年度 柵工、落石対策工、森林整備

上石井 21 19年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

淀 22 20年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

上郡町 山野里 17 19年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備
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県民局 市 町 地 区 面積(ha) 実施年度 実施内容

たつの市 新宮町善定 25 19年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

新宮町栗町 55 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

新宮町大屋 25 21年度 柵工、かご枠工、森林整備

宍粟市 山崎町宇原 29 18年度 柵工、水路、森林整備

山崎町矢原 27 19年度 柵工、かご枠工、森林整備

山崎町葛根 36 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

計 336

但 馬 豊岡市 長谷 14 18年度 柵工、水路、森林整備

但東町栗尾 31 19年度 柵工、かご枠工、森林整備

日高町田ノ口 19 19年度 柵工、落石対策工、森林整備

竹野町林 15 19年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

野上 20 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

出石町袴狭 26 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

但東町佐田 16 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

但東町久畑 14 21年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

竹野町森本 23 21年度 柵工、かご枠工、森林整備

日高町佐田 18 21年度 柵工、森林整備

出石町奥山 19 21年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

但東町大河内 30 21年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

香美町 村岡区味取 31 18年度 柵工、森林整備

小代区水間 29 18年度 柵工、森林整備

村岡区高津 29 19年度 柵工、かご枠工、森林整備

香住区三谷 35 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

香住区守柄 29 21年度 柵工、森林整備

村岡区大野 26 21年度 柵工、かご枠工、森林整備

新温泉町 湯 29 18年度 柵工、森林整備

三尾 30 19年度 柵工、森林整備

鐘尾 23 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

久斗山 30 21年度 柵工、かご枠工、森林整備
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県民局 市 町 地 区 面積(ha) 実施年度 実施内容

朝来市 山東町矢名瀬町 15 19年度 柵工、かご枠工、森林整備

新井山田 31 19年度 柵工、森林整備

新井崎山 8 20年度 柵工、かご枠工、落石対策工、森林整備

生野町真弓 20 20年度 柵工、かご枠工、森林整備

和田山町高生田 22 21年度 水路、かご枠工、森林整備

養父市 八鹿町坂本 20 18年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

八鹿町大森 25 19年度 柵工、森林整備

奥米地 24 19年度 柵工、かご枠工、森林整備

関宮 26 19年度 柵工、落石対策工、森林整備

八鹿町岩崎 20 20年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

鵜縄 21 20年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

大藪 20 21年度 水路、かご枠工、森林整備

薮崎 20 21年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

大屋町大杉 17 21年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

計 825

丹 波 丹波市 氷上町犬岡 10 19年度 柵工、かご枠工、森林整備

氷上町石生 36 20年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

青垣町東芦田 22 21年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

篠山市 向井 24 18年度 柵工、水路、森林整備

福住 18 18年度 柵工、森林整備

火打岩 22 19年度 柵工、かご枠工、森林整備

幡路 26 20年度 柵工、水路、かご枠工、森林整備

計 158

洲 本 南あわじ市 広田広田 11 18年度 柵工、森林整備

淡路市 草香 7 21年度 柵工、森林整備

計 18

1,709合計 77 地区
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ウ 針葉樹林と広葉樹林の混交林整備

※原則として1年目に基本計画調査、作業道開設を実施し、２年目に広葉樹植栽を実施

合計 ３１箇所 861

丹波

丹波市

19～21年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

追入 30 20年度～
基本計画調査

19～20年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

氷上町御油 12 20～21年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

氷上町上新庄 22

篠山市
真南条上 31

計 ４箇所 95

30 21年度～

尾崎 28 21年度～

基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

大屋町大屋市場 30 19～20年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

但馬

豊岡市

養父市

鵜縄

餅耕地

朝来市
生野町川尻

田路

計 １２箇所

基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

一宮町河原田 33 20～21年度

30 19～20年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

西播磨

たつの市

宍粟市 波賀町上野

千種町黒土

新宮町奥小屋

一宮町東河内

千種町西河内

計 ６箇所

計 ５箇所 155

市川町 上牛尾 33 20～21年度

県民局 市 町 地 区 面積 (ha) 実施年度 実施内容

北播磨 多可町

加美区多田 27

加美区豊部

西脇市 黒田庄町門柳 30

30

計

20～21年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

加美区山寄上 29 18～19年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

20年度～
基本計画調査
作業道開設

21年度～
基本計画調査
作業道開設

川上 30 18～19年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

４箇所 116

作業道開設、広葉樹植栽

杉 33

中播磨

19～20年度

長谷 35 21年度～
基本計画調査
作業道開設

神河町

基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

作畑 24 20～21年度
基本計画調査

32 18～19年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

30 18～19年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

30 18～20年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

基本計画調査
作業道開設

下鶴井

30 21年度～

185

13 18～19年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

日高町知見 20 19～20年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

香住区丹生地 20 19～20年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

村岡区板仕野 15 18～19年度

基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

大屋町蔵垣 30 18～19年度
基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

30 20～21年度

香美町

村岡区入江

29 18～19年度

21年度～

作業道開設
基本計画調査

基本計画調査

基本計画調査
作業道開設、広葉樹植栽

作業道開設

310

基本計画調査

31 20～21年度

34
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２箇所 65

６箇所 173

14箇所 449

３箇所 98

28箇所 876

丹 波 篠山市

計

21年度～下筱見
しも ささ み

サル

奥畑
おくはた

サル 32
基本計画調査

基本計画調査

19～21年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備
奥地広葉樹林整備

21年度～
基本計画調査

20年度～
基本計画調査

淡 路 洲本市 五色町広
ひろ

石
いし

中
なか

ｲﾉｼｼ 32 21年度～
基本計画調査

36

21年度～

養父市

大屋町樽見
たる み

ｼｶ・ｲﾉｼｼ 29

38

22

関宮

塩山 クマ 36 21年度～

豊岡市

出石町暮坂
くれさか

ｼｶ・ｲﾉｼｼ 36

30

21年度～
基本計画調査

計

30 21年度～
基本計画調査

エ 野生動物育成林整備 実施状況

県民局 市 町 箇所名 対象動物 面積 (ha) 実施年度 実施内容

阪神北 猪名川町 島 ｼｶ・ｲﾉｼｼ 29 20年度～
基本計画調査
バッファーゾーン整備

北播磨 多可町 加美区奥荒田
おく あら た

ｼｶ・ｲﾉｼｼ 30 19～21年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備
奥地広葉樹林整備

神河町 長谷
は せ

サル

中播磨

姫路市 安富町皆
みな

河
ご

ｼｶ・ｲﾉｼｼ

35 20年度～
基本計画調査
バッファーゾーン整備

西播磨

相生市 小河
おう ご

ｼｶ・ｲﾉｼｼ

赤穂市
周世
す せ

(水木谷) ｼｶ・ｲﾉｼｼ

周世(船戸ほか) ｼｶ・ｲﾉｼｼ

上郡町

34 20～21年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備
奥地広葉樹林整備

26 18～19年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備
奥地広葉樹林整備

30 18～19年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備
奥地広葉樹林整備

河
こう

野
の

原
はら

ｼｶ・ｲﾉｼｼ 31 19～20年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備
奥地広葉樹林整備

たつの市 揖保川町金剛山 ｲﾉｼｼ 24 18～20年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備
奥地広葉樹林整備

宍粟市 波賀町原 ｸﾏ・ｼｶ 28 18～20年度
基本計画調査
奥地広葉樹林整備

計

但 馬

但東町奥赤
おくあか

シカ

小代区茅野
か や

サル

中辻
なかつじ

クマ

竹田 クマ

18～19年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備

新温泉町

奥地広葉樹林整備

香美町

小代区東垣
ひがしがき

サル 27 18～20年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備

小代区秋岡 サル 17 18～20年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備

58 18～20年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備

30 18～19年度
基本計画調査
奥地広葉樹林整備

30 20年度～
基本計画調査
バッファーゾーン整備

基本計画調査

畑
はた

ｼｶ・ｲﾉｼｼ 30

18～20年度

20年度～

八鹿町八木 ｼｶ・ｲﾉｼｼ

シカ

基本計画調査
バッファーゾーン整備
奥地広葉樹林整備

18～20年度
基本計画調査
バッファーゾーン整備
奥地広葉樹林整備
基本計画調査
バッファーゾーン整備
奥地広葉樹林整備

朝来市
田路
とう じ

シカ 35

和田山町法道寺
ほう どう じ

ｼｶ・ｲﾉｼｼ 31

基本計画調査
バッファーゾーン整備川阪

かわさか
ｼｶ・ｲﾉｼｼ

※１年目に基本計画調査を実施し、２年目以降にバッファーゾーン等の森林整備を実施

奥地広葉樹林整備

合計

バッファーゾーン整備

計

30 19～21年度

7



２ 調査状況 

(1) 調査箇所一覧表 ※位置図は別添参照 
 

 ア 緊急防災林整備 

番 号 名 称 所 在 地 調 査 内 容 

緊１ 三田 三田市母子 侵食土砂量（注１）、植生（注２） 

〃２ 多可 多可郡多可町中区牧野 侵食土砂量、植生 

〃３ 神河① 神崎郡神河町長谷 侵食土砂量、植生 

〃４ 神河② 神崎郡神河町新田 侵食土砂量、植生 

〃５ 姫路 姫路市夢前町塩田 侵食土砂量、植生 

〃６ 市川 神崎郡市川町小畑御舟 侵食土砂量、植生 

〃７ 上郡 赤穂郡上郡町旭日 侵食土砂量、植生 

〃８ 佐用① 佐用郡佐用町大日山 侵食土砂量、植生 

〃９ 佐用② 佐用郡佐用町口長谷（注３） 
植生、根系の崩壊防止力、立木の樹幹支持力、浸

透能 

〃10 宍粟① 宍粟市山崎町金谷 侵食土砂量、植生 

〃11 宍粟② 宍粟市山崎町上比地 侵食土砂量、植生 

〃12 豊岡 豊岡市出石町小人城山 侵食土砂量、植生 

〃13 香美 美方郡香美町村岡区村岡 侵食土砂量、植生 

〃14 養父 養父市十二所新宮 侵食土砂量、植生 

〃15 朝来 朝来市和田山町枚田 侵食土砂量、植生 

〃16 篠山 篠山市石住 侵食土砂量、植生 

〃17 洲本 洲本市千草 侵食土砂量、植生 

イ 里山防災林整備 

番 号 名 称 所 在 地 調 査 内 容 

里１ 加古川 加古川市志方町高畑 防災意識アンケート 

〃２ 神河 神崎郡神河町猪篠 侵食土砂量（注１）、植生（注２） 

〃３ 佐用 佐用郡佐用町上石井 侵食土砂量、植生、防災意識アンケート（注４）

〃４ 宍粟 宍粟市山崎町矢原 侵食土砂量，植生 

〃５ 豊岡① 豊岡市出石町袴狭 侵食土砂量，植生 

〃６ 豊岡② 豊岡市日高町田ノ口 防災意識アンケート 

〃７ 豊岡③ 豊岡市竹野町林 防災意識アンケート 

〃８ 香美 香美町村岡区高津 侵食土砂量，植生 

〃９ 新温泉 美方郡新温泉町三尾 防災意識アンケート 

〃10 養父 養父市関宮 防災意識アンケート 

〃11 丹波 丹波市氷上町犬岡 防災意識アンケート 

〃12 篠山 篠山市火打岩 侵食土砂量、植生、防災意識アンケート 
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 ウ 針葉樹林と広葉樹林の混交林整備 

番 号 名 称 所 在 地 調 査 内 容 

混１ 西宮 西宮市下山口町金仙寺（注５） 侵食土砂量（注１）、植生（注２） 

〃２ 多可 多可郡多可町加美区山寄上 植生 

〃３ 神河① 神崎郡神河町川上 植生 

〃４ 神河② 神崎郡神河町杉 浸透能 

〃５ 市川 神崎郡市川町小畑 浸透能 

〃６ 佐用① 佐用郡佐用町上石井（注５） 侵食土砂量、植生 

〃７ 佐用② 佐用郡佐用町口長谷（注６） 侵食土砂量、植生 

〃８ 宍粟① 宍粟市山崎町下町（注５） 侵食土砂量、植生 

〃９ 宍粟② 宍粟市山崎町金谷（注６） 侵食土砂量、植生 

〃10 宍粟③ 宍粟市一宮町東河内 植生、浸透能 

〃11 宍粟④ 宍粟市山崎町五十波 立木の樹幹支持力 

〃12 香美① 美方郡香美町村岡区板仕野 植生 

〃13 香美② 美方郡香美町村岡区相田（注５） 侵食土砂量、植生 

〃14 香美③ 美方郡香美町村岡区和池（注５） 侵食土砂量、植生 

〃15 養父 養父市鵜縄 植生 

〃16 朝来 朝来市生野町川尻 機能の総合評価 

 エ 野生動物育成林整備 

番号 名 称 所 在 地 調 査 内 容 

野１ 赤穂 赤穂市周世 植生、集落住民の意識調査(注７) 

〃２ たつの たつの市揖保川町金剛山 林縁環境、動物行動、農地被害動向(注８) 

〃３ 宍粟 宍粟市波賀町原 植生 

〃４ 豊岡 豊岡市但東町奥赤 集落住民の意識調査 

〃５ 香美 美方郡香美町小代区 
林縁環境、動物行動、農地被害アンケート(注９)，

集落住民の意識調査 

〃６ 新温泉 美方郡新温泉町中辻 植生 

〃７ 養父① 養父市八鹿町八木 植生、集落住民の意識調査 

〃８ 養父② 養父市関宮 林縁環境、農地被害動向 

〃９ 多可 多可郡多可町加美区奥荒田 集落住民の意識調査 

〃10 篠山 篠山市川阪 集落住民の意識調査 

 注１）侵食土砂量の調査期間：平成 20 年９月～21 年８月（１～２ヶ月に１回収集） 

  ２）植生調査期間：緊急 平成 18 年９月～平成 21 年 10 月(各年１回) 

：里山、針広 平成 19 年９月～平成 21 年 12 月(各年１回) 

  ３）緊９(佐用②)は、過去に土留工を設置した試験地(平成 13 年施工地） 

  ４）地域住民への防災意識アンケートの調査期間：平成 20 年６月～10 月（１回） 

  ５）混６、混８、混 13、混 14 は、既存広葉樹林(成林)での試験地 

  ６）混７、混９は、既存針葉樹林(ヒノキ人工林)の試験地 

  ７）集落住民の意識調査：整備後に集落全戸で調査 

  ８）農地被害動向調査期間：平成 21 年１月～平成 21 年 12 月（各年 1回） 

９）農地被害アンケート：整備後に集落全戸で調査 
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豊岡市 

宍粟市 

姫路市 

丹波市 

養父 市 

朝来市 

篠山市 

香美町 

北区 

佐用町 

三田市 

西区 

神河町 

たつの市 

多可町 

淡路市 

新温泉町 

三木市 

加東市 加西市 

上 郡町 

西脇市 

赤穂市 加古川市 

宝塚市 

西宮市 

小野市 
相生市 

市川町 

尼崎市 

明石市 

福崎町 

稲美町 

垂水区 

伊丹 市 

猪名川町 

川西市 

高砂市 

太子町 

洲本市 

南あわじ市 

緊11

緊5

緊3

緊8

緊7

緊6

緊4

緊2

緊1

混15

混12
緊13

緊12

緊14

緊15

里3
混10

混3
混2

緊9

里4

混9

緊17

緊16

混13

里2

混14

混8
混7

混1野1

里6

野3

里7

里12

里11

里9

里10

里1

野4

野6

野2

野5

野8
野7

野9
野10

混6

混16

※ 図中の数字は、表2の調査地No.に対応。

緊急防災林整備 調査地

針広混交林整備 調査地

里山防災林整備 調査地

野生動物育成林整備 調査地

調査箇所位置図

緊10

里5

里8

混4

混5

混11
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(2) 調査方法（詳細） 

 ア 土砂受け箱による侵食土砂量調査（緊急防災林整備、里山防災林整備、針葉樹林と広葉

樹林の混交林整備）【関連ﾍﾟｰｼﾞ：p.18、p.32、p.40】 

○試験地 ：【緊１】～【緊８】、【緊 10】～【緊 17】、【里２】～【里５】、【里８】、

【里 12】、【混１】、【混６】～【混９】、【混 13】、【混 14】 

○回収方法：各試験区(10ｍ×10ｍ)の下辺に、５個(又は 10 個)の土砂受け箱（岩

川ら 1984；幅 25 ㎝×高さ 15 ㎝×奥行き 20 ㎝）を下図のように水平方

向約１ｍ間隔に設置し、表層移動物を回収。 

   ○分析方法：回収した表層移動物は、土砂受け箱ごとに風乾させた後、リター(有機

物)、細土(径２㎜未満)、礫（径２㎜以上）に区分し、80℃乾燥重量を測

定し、単位面積あたりの侵食量に換算。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図３-１〕 緊急防災林整備地における土砂受け箱の設置（模式図）
 
〔図３-２〕 里山防災林整備地における土砂受け箱の設置（模式図）
 

〔図３-３〕 針葉樹林と広葉樹林の混交林整備地における土砂受け箱の設置（模式図）
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イ 土壌断面の根系分布調査（緊急防災林整備）【関連ﾍﾟｰｼﾞ：p.23】 

○試験地 ：【緊９】佐用②（土留工設置後７年経過後） 

   ○対象樹種：ヒノキ 29 年生 

   ○立木密度：1,550～1,650 本/ha 

   ○掘削断面：斜距離２ｍ×深さ 50 ㎝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〔写真３-１〕 土壌断面 
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〔図３-４〕 土壌断
面ごとの根系分布（左/整備区、右/対照区） 
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 ウ 立木の引き倒し抵抗力調査（緊急防災林整備、針葉樹林と広葉樹林の混交林整備）【関

連ﾍﾟｰｼﾞ：p.24、p.39】 

○試験地 ：【緊９】佐用②（土留工設置８年経過後）、【混 11】宍粟④ 

○対象樹種：【緊９】ヒノキ 30 年生、【混 11】ヒノキ 46 年生、コナラ 17～21 年生 

   ○測定方法：対象木 10 本以上（一部９本）を測定し、地上高１ｍの高さの最大引き

倒し抵抗力を測定。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔写真３-２〕 立木の引き倒し抵抗力の測定（左／ヒノキ【緊９】、右／コナラ【混 11】）
 

 

 

 エ 森林土壌の浸透能調査（緊急防災林整備、針葉樹林と広葉樹林の混交林整備）【関連ﾍﾟ

ｰｼﾞ：p.25、p.43】 

○試験地 ：【緊９】佐用②（土留工設置８年経過後）、【混４】神河②（広葉樹植栽

後 1 年経過）、【混５】市川（広葉樹植栽後 23 年経過）、【混 10】宍粟

③（広葉樹植栽後２年経過） 

○対象樹種：【緊９】ヒノキ 30 年生 

【混４】ヒノキ 41 年生、広葉樹３年生 

【混５】ヒノキ 69 年生、広葉樹 25 年生 

【混 10】ヒノキ 45 年生、広葉樹４年生 

   ○測定方法：各試験地に５個あるいは 10 個の塩ビ管円筒を設置し、塩ビ管内の冠水

高を一定に保ちながら、終期浸透強度を測定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔写真３-３〕 浸透能の測定 
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オ 集落裏山に対する防災意識変化住民アンケートについて 

                       （里山防災林整備）【関連ﾍﾟｰｼﾞ：p.23】 

    調査項目：調査票「里山防災林整備事業に関するアンケート調査のお願い」参照 

 

カ 農作物被害に対する住民アンケートについて 

                     （野生動物育成林整備）【関連ﾍﾟｰｼﾞ：p.38】 

    調査項目：調査票「農作物被害に対する住民アンケート」参照 

          〃 「農地被害動向調査にかかるアンケートについて」参照 
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【関連ページ：p.25～p.26】 

 

 

 

里山
さとやま

防災
ぼうさい

林
りん

整備
せ い び

事業
じぎょう

に関する 

 

アンケート調査のお願い 
 

 

 

 

 昨年度、○○地区で実施しました、里山防災林整備事業に 

 

ついて、地元の皆様から、ご感想をいただき、今後の事業に 

 

役立てたいと思っています。 

 

お忙しいところ申し訳ありませんが、 

 

別紙のアンケートにお答え下さい。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県○○○県民局○○農林（水産）振興事務所治山課 
 

 

 

 

１．はじめに、あなた自身のことについて、お聞きします。 

それぞれの項目にお答え下さい。（該当する番号に○をつけてください） 

（１）あなたの性別は？ 

① 男性    ② 女性 

（２）あなたの年齢は？ 

①２０歳未満  ②２０代  ③３０代  ④４０代  ⑤５０代  ⑥６０歳以上 

（３）自宅の裏山で、里山防災林整備事業の工事（木や竹の伐採・間伐・植栽・木柵・水路・

床固工など）をしていましたか？ 

① はい     ②いいえ 

（４）里山防災林整備事業が実施された場所にあなたの所有地はありましたか？ 

① はい     ②いいえ 

 

２ 次に、「県民
けんみん

緑
みどり

税
ぜい

」について、お聞きします。 

里山防災林整備事業は、平成１８年度から、県民の皆様から頂いた「県民緑税」を活用

して、実施しています。 

 

（１）「県民緑税」について知っていますか？ 

① 知っている  ② 知らない 

 

（２）（１）の質問で①と答えた方に、おたずねします。いつ頃知りましたか？ 

 ① 里山防災林整備事業が地元で行われる以前から知っていた 

 

② 里山防災林整備事業の地元説明会の時にはじめて知った 

 

３ 地元で行われた里山防災林整備事業について、どのように思いますか？ 

それぞれの項目にお答え下さい。（該当する番号に○をつけてください） 

（１）山や竹林に入りやすくなりましたか？ 

① そう思う  
② どちらかといえばそう思う 
③ どちらでもない 
④ どちらかといえばそう思わない 
⑤ そう思わない 
⑥  わからない 
 
④か⑤に○をつけた方、その理由を教えて下さい 
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（２）山や竹林がきれいになりましたか？ 

① そう思う  
② どちらかといえばそう思う 
③ どちらでもない 
④ どちらかといえばそう思わない 
⑤ そう思わない 
⑥  わからない 
 
④か⑤に○をつけた方、その理由を教えて下さい 

 
 
 
 
 
（３）木が、家や道路に向かって、倒れる不安がなくなりましたか？ 

① そう思う  
② どちらかといえばそう思う 
③ どちらでもない 
④ どちらかといえばそう思わない 
⑤ そう思わない 
⑥  わからない 
 

④か⑤に○をつけた方、その理由を教えて下さい 

 

 

 

 

（４）山くずれなど、土砂災害への不安がなくなりましたか？ 

① そう思う  
② どちらかといえばそう思う 
③ どちらでもない 
④ どちらかといえばそう思わない 
⑤ そう思わない 
⑥  わからない 
 

④か⑤に○をつけた方、その理由を教えて下さい 

 

 

 

 

（５）山や竹林の管理がしやすくなりましたか？ 

① そう思う  
② どちらかといえばそう思う 
③ どちらでもない 
④ どちらかといえばそう思わない 
⑤ そう思わない 
⑥  わからない 
 

④か⑤に○をつけた方、その理由を教えて下さい 

 

 

 

 

 

（６）この里山防災林整備事業を他の集落にもすすめたいですか？ 

① そう思う  
② どちらかといえばそう思う 
③ どちらでもない 
④ どちらかといえばそう思わない 
⑤  そう思わない 
⑥  わからない 
 

④か⑤に○をつけた方、その理由を教えて下さい 

 

 

 

 

 

（７）この里山防災林整備事業に関して、ご感想・ご意見がありましたら、ご記入下さい。 
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【関連ページ：p.46､p.56】 

 

【農作物被害等に対する住民するアンケート】 
※このアンケートは、このたび皆さんのお住まいの地区周辺の森林を対象に、兵庫県が「県民緑税」

を活用してH19-20 年に実施した「野生動物育成林整備」の事業評価についてお聞きするものです。

ご協力をお願いします。 
 
なお，回答に際しては、ご家庭の中で、普段から農業に従事しておられる方(ご婦人方も含む)，あ

るいは森林をよく利用される方が回答してください。 
 
【性 別】  男 ・ 女 

【年 齢】           歳    【集落名】（                ） 

【職 業】（職業が複数ある場合は、主たるものに○をつけてください）

ア．専業農家  イ．兼業農家  ウ．林業  エ．会社員  オ．自営業   
カ．公務員  キ．主婦  ク．観光業  ケ．アルバイト・パート  コ．学生   
サ．無職  シ．その他（        ） 

 

●以下の質問に，お答えください。 

【１．あなたは，県民緑税について知っていますか？】 

ア．知っている  イ．よく知らないが聞いたことはある ウ．全く知らない 
 

【２．あなたの集落裏山において，県民緑税を使って，地元負担なしで森林整備事業(野生動物育成林整備)

が実施されたことを知っていますか】  
 
ア．知っている  イ．知らない  
ウ．詳しく知らないが，森林整備がなされたことは知っている 

        →”イ”と答えた方は質問は以上です。ありがとうございました 

● 以下の質問は，上↑で”ア”，または”ウ”と回答された方全員にお聞きします。 

【３．あなたの集落裏山において，本事業が行われたことについて全体として評価しますか？】 
 
ア．とても評価する  イ．どちらかといえば評価する  
ウ．どちらかといえば評価しない  エ．評価しない  オ．どちらともいえない 
 

【４．あなたは，本事業のどのような点について評価しますか？ (複数回答可)】 
 
ア．景観がよくなった  イ．野生動物被害が減った ウ．人工林が手入れされた 
エ．地元負担金がなかった  オ．山に入りやすくなった  
カ．獣害対策に対して集落のまとまりができた  キ．その他(             ) 

【５．あなたは，本事業のどのような点について評価しませんか？（複数回答可）】 
 
ア．野生動物被害が減らなかった  イ．維持管理作業(日役)が大変になった 
ウ．特にメリットに感じられることがなかった 
エ．その他(                                ) 

 
【６．本事業を，より効果的にするために，あなたが取り組んだことがあれば書いてください？】 

 
自由回答（                                 ） 
 

【７．本事業のような県民緑税を使った森林整備事業を今後も続けて欲しいと思いますか？】 

ア．そう思う  イ．どちらかといえばそう思う． ウ．あまりそう思わない 
エ．全くそう思わない 

 

● 以下の質問は，水稲や畑を作られている方にお聞きします。 

【８．本事業によって，あなたの農地で野生動物の被害が減りましたか？】 

ア．減った  イ．少し減った  ウ．変わらない  エ．増えた 
オ．もともと被害がない 
 

【９．現在の被害は許容できる範囲に収まっていますか？】 

ア．そう思う  イ．どちらかといえばそう思う  ウ．あまりそう思わない 
エ．全くそう思わない  オ．もともと被害がない 

 
【10．本事業が行われたことで，野生動物や，その被害対策に関する知識が高まりましたか？】 

ア．そう思う  イ．どちらかといえばそう思う ウ．あまりそう思わない 
エ．全くそう思わない 

 
【11．本事業により，獣害に対する知識や技術を身につけたいという意欲が高まりましたか？】 

ア．そう思う  イ．どちらかといえばそう思う ウ．あまりそう思わない 
エ．全くそう思わない 

 
【12．本事業が行われたことで，集落の野生動物被害対策が進んだと思いますか？】 

ア．そう思う  イ．どちらかといえばそう思う． ウ．あまりそう思わない 
エ．全くそう思わない 

 
【13．本事業がきっかけで，あなたが取り組むようになったことがあれば，お聞かせください？】 

ア．防護柵の設置  イ．整備地の維持管理作業  ウ．野生動物の追い払い 
エ．森林での散歩や休憩など  オ．森林の手入れ  カ．特にない 
キ．その他(                              ) 

 
アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。用紙を封筒に入れ、 

     月   日（ ）までに、区長様宅にお届けください。 
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【関連ページ：p.47～p.48､p.51】 

－農地被害動向調査にかかるアンケートについて－ 

 

 このアンケートは、皆様が耕作されている農地の中で、被害にあった「場所」と 

「被害のようす」をお伺いするものです。 

 なお、アンケートは、整備の前後の２つの時期についてお伺いいたします。 

ア 山すそ整備前(平成18年以前) 

イ 山すそ整備後(平成21年2月～11月末の１年間) 

 

〔記載の方法〕 

① 集落の農地地図をお渡ししておりますので、回答をいただく際には、その別添の

地図をご覧になりながら、まず作付けされている農地番号を記入して下さい。 

なお、前回調査時と同じ番号に統一してください。 
 
② 山すそ整備前(H18年前)の被害の状況（あった・無かった）を選んで○で囲んで 

ください。 

被害が「あった」の場合、獣の種類、被害作物、被害の種類の該当する項目を選 

んで○で囲んでください。 

また、被害が出始めた年について、該当年を選んで○で囲んで下さい。 

毎年被害にあっている場合は、すべて囲んでください。 
 
③ 山すそ整備後の被害状況については、前回の調査以降、平成21年2月から11月末

までの1年間について、該当する項目を選んで○で囲んでください。 
 
④ 被害対策(柵の設置)について、該当する項目を選んで○で囲んでください。 

また、柵の設置年月については、必ず記入してください。 

 

①     ②             ③              ④ 

 

番号
被 害

被害が
出始めた年

獣の種類 被害作物 被害の種類 種  類 設置年月

イノシシ 水稲 していない

シカ 麦 金網柵

サル 豆 のり網柵

その他 野菜 トタン柵

（　　　　　）　 花卉 電気柵

その他 その他

（　　　　　）　 （　　　　　）

被害状況

山すそ整備後の被害状況

(H21.2月からＨ21.11月末)

山すそ整備前
（H18年以前）
の被害状況

農地 対　　策

あった

整備前の
H18年以前

H19年から

無かった

H21年から

整備前(H18年以前)
と比べて

被害無くなった

被害減った
H20年から

変わらない

被害増えた

食　害

踏み荒し

その他（　　）
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３ 事業評価における個別便益の算出方法

(1) 土砂流出防止便益

整備を実施する場合と実施しない場合の土壌表面の土砂流出量について、整備区域の

年間土砂量の差により推計し、この土砂量を保全するために必要となる砂防ダム建設コ

ストをもって便益とする。

事業対象区域面積（Ａ） ha 11,700 1,000

事業実施後、年間流出土砂量
が安定するのに必要な年数（Ｔ）

年 0 15

社会的割引率（ｉ） ％ 4 4
林野公共事業事前
評価の適用値

事業実施前における１ha当たり
の年間流出土砂量（V1）

m3/ha/年 3.69 3.69
県内調査地のデー
タ

事業実施後における１ha当たり
の年間流出土砂量（V2）

m3/ha/年 0.40 1.03

県内調査地のデー
タ及び林野公共事
業事前評価の適用
値

１m3の土砂を保全するために要する単
位当たりの砂防ダム建設コスト（Ｕ）

円/m3 29,900 29,900
県内砂防ダムの工
事費

評価期間（Ｙ） 年 30 30

単位 針広混交林区分 備考緊急防災林

便益額（円）＝
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(2) 土砂崩壊防止便益

整備を実施する場合と実施しない場合について、評価期間30年間での山腹崩壊の見込

量を比較し、崩壊発生の減少量を保全するために必要となる砂防ダム建設コストをもっ

て便益とする。

事業対象区域面積（Ａ） ha 11,700

30年間の崩壊見込量（Ｖ） m3 4.16 算出結果

社会的割引率（ｉ） ％ 4
林野公共事業事前
評価の適用値

流域内崩壊率（Ｒ） ％ 0.0011
林野公共事業事前
評価により算出

雨量比（Ｎ） 1.26
林野公共事業事前
評価により算出

平均崩壊深（Ｈ） ｍ 0.9
H16災害箇所におけ
る平均崩壊深

１m3の土砂を保全するために要する
単位当たりの砂防ダム建設コスト（Ｕ）

円/m3 29,900
県内砂防ダムの工
事費

評価期間（Ｙ） 年 30

区分 備考緊急防災林単位

便益額（円）＝
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(3) 山地災害防止便益

整備を実施しない場合の山腹崩壊、土石流、地すべり等による災害発生により被害を

被る家屋や資材等の被害想定額を算定し、これを便益とする。

山腹崩壊等によって被害を被る家屋や資材等
の年平均の被害額（Ｄ）

円 -
箇所ごとに被害想
定区域における被
害額を算出

年間山腹崩壊発生率（Ｒ） m3 0.037
林野公共事業事前
評価の適用値

整備期間（Ｔ） 年 1

評価期間 年 30

区分 備考里山防災林単位

便益額（円）＝
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(4) 洪水緩和便益

降雨によって地表に達した雨水が該当流域の河川等へ流れ込む最大流出量について、

整備前後を比較し、整備に伴う最大流出量減少分（洪水緩和量）を推定し、減少量を治

水ダムで機能代替させる場合のコストを便益額とする。

事業対象区域面積（Ａ） ha 11,700 1,000

100年確率時雨量（α） mm/h 181
最小値156.3
最大値192.9

県で定めた雨量強
度

流出係数が安定するまでの年数（Ｔ） 年 15 15

社会割引率（ｉ） ％ 4 4
林野公共事業事前
評価の適用値

事業実施前流出係数（ｆ１） 0.55 0.55
林野公共事業事前
評価の適用値

事業実施後流出係数（ｆ２） 0.45 0.45
林野公共事業事前
評価の適用値

治水ダムの単位流量調節量当たり
の年間減価償却費（Ｕ）

百万円 5.3 5.3
林野公共事業事前
評価の適用値

評価期間（Ｔ） 年 30 30

単位 針広混交林区分 備考緊急防災林

便益額（円）＝
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(5) 水資源貯留便益

整備を実施する地域の直近で観測された年間平均降水量から、事業実施区域の森林整

備による森林の貯留率の改善分を基に整備地での年間の降雨貯水量上積み分を算出し、

利水ダムで代替した場合の減価償却費を便益額とする。

事業対象区域面積（Ａ） ha 11,700 1,000

年間平均降雨量（Ｐ） ㎜/年 1,497
最小値1,514
最大値2,107

気象データによ
り算出

貯留率が安定するまでの年数（Ｔ） 年 15 15

社会割引率（ｉ） ％ 4 4
林野公共事業事
前評価の適用値

事業実施前貯留率（D1) 0.51 0.51
林野公共事業事
前評価の適用値

事業実施後貯留率（D2) 0.56 0.56
林野公共事業事
前評価の適用値

利水ダム年間減価償却費（Ｕ） 百万円 1,620 1,620
林野公共事業事
前評価の適用値

評価期間（Ｙ） 年 30 30

単位 針広混交林区分 備考緊急防災林

便益額（円）＝
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(6) 水質浄化便益

整備を実施する地域の直近で観測された年間平均降水量から、事業実施区域の森林整

備による森林の貯留率の改善分を基に、整備地での年間の降雨貯水量上積み分を算出し、

この上積み分を新たに水質浄化機能が向上したとして、上水道料金及び雨水浄化費のコ

ストを便益額とする。

全貯留量のうち生活用水使用相当量(Ｑx）億m3/年 162 162 算出結果
全貯留量－Ｑx(Ｑy） 億m3/年 1,702.25 1,702.25 算出結果
事業対象区域面積(Ａ） ha 1 1

年間平均降雨量(Ｐ） ㎜/年 1,497
最小値1,514
最大値2,107

気象データを
用いて算出

貯留率が安定するまでの年数(Ｔ） 年 15 15

社会割引率(ｉ） ％ 4 4
林野公共事業
事前評価の適
用値

事業実施前貯留率(D1） 0.51 0.51
林野公共事業
事前評価の適
用値

事業実施後貯留率(D2） 0.56 0.56
林野公共事業
事前評価の適
用値

単位当たり上水道給水単価(Ux） 円/m3 179.74 179.74
林野公共事業
事前評価の適
用値

単位当たり雨水浄化費(Uy） 円/m3 68.7 68.7
林野公共事業
事前評価の適
用値

単位当たりの水質浄化費(ｕ） 円/m3 78.4 78.4
林野公共事業
事前評価の適
用値

評価期間（Ｙ） 年 30 30

単位 針広混交林区分 備考緊急防災林

便益額（円）＝
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(7) 二酸化炭素吸収便益

整備を実施することにより、樹木が生長して炭素ストック量が変化（増加）するため、

この増加量を二酸化炭素吸収量への換算式をもとに樹種・令級別の１ha・１年当たりの

二酸化炭素吸収量を推計する。これに事業実施面積をかけることで、本事業による吸収

量が算出され、同等量の二酸化炭素排出権を排出権取引価格で購入した場合に必要な費

用に換算し、それを便益額とする。

便益額＝ 事業実施面積に対する３０年間の二酸化炭素吸収量×Ｕ

1ha 当たりの年間の二酸化炭素吸収量（t-CO2/ha）

＝蓄積増分（幹材積成長量 m3/ha）/年×BEF×Ｄ×0.5×

Ｕ：二酸化炭素排出権取引価格（円／t-CO2）

BEF：拡大係数

Ｄ：容積密度（t/m3）

0.5：植物中の炭素含有率

：炭素から二酸化炭素への換算係数

44
12

44
12

事業対象区域面積 ha 11,700 1,000

二酸化炭素排出権取引価格
（Ｕ）

円/t-CO2 1,212 1,212

環境省(2009）「自
主参加型国内排出
量取引制度」での
平均価格

蓄積増分（幹材積成長量） m3/ha
最小値2.4
最大値13.6

最小値2.4
最大値13.6

国が定めた数値
で、樹種・令級ご
とに異なる

拡大係数（BEF）
スギ1.54
ヒノキ1.96

スギ1.54
ヒノキ1.96

国が定めた数値
で、樹種・令級ご
とに異なる

容積密度（Ｄ） t/m3
スギ0.314
ヒノキ0.407

スギ0.314
ヒノキ0.407

国が定めた数値
で、樹種・令級ご
とに異なる

評価期間（Ｙ） 年 30 30

30年間の二酸化炭素吸収量 t-CO2 2,484,402 127,079 推計結果

単位 針広混交林区分 備考緊急防災林

令級ごとに 1ha 当たりの年間の二酸化炭素吸収量を算出した後、事業対象森林（５～９令級）

の令級ごとの吸収量の平均値を算出し、これに樹種別の事業面積を乗じて５年ごとの二酸化炭素

吸収量を推計した。

これを整備後３０年までおこない、３０年間の二酸化炭素吸収量を推計した。

事業実施面積に対する３０年間の二酸化炭素吸収量
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(8) 生産減収被害防止便益

受益地区内の農地において整備を実施しなかった場合に発生する作物等（水稲）の野

生動物被害による減産額をもって便益とする。

費用対効果分析の算定は、農林水産省の「鳥獣害防止総合対策事業における費用対効

果分析の実施について」に基づき以下により行う。

施設等の整備に伴って既存施設等の廃用による損失額（以下「廃用損失額」という）

がある場合には、妥当投資額から廃用損失額を控除した額を総事業費で除することによ

り投資効率を算定するものとする。

妥当投資額－廃用損失額

総事業費

ア 妥当投資額は、次式により算定する。

年総効果額

還元率

イ 妥当投資額の算定に用いる年総効果額は、次式により算定する。

年効果額＝ ①×②×（④－③）×⑤

投資効率（費用対効果）＝

妥当投資額（便益額）＝

受益面積（①） ha - 箇所ごとに算出

被害面積（②） ％ - 箇所ごとに算出

被害単収（③） t/ha 1.51
平年単収×被害率
30%

平年単収（④） t/ha 5.04
林野公共事業事前
評価の適用値

米の単価（⑤） 千円/t 223
林野公共事業事前
評価の適用値

評価期間 年 30

還元率 0.0578 30年

区分 備考野生動物育成林単位
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経済波及効果計算プロセス（36部門集計表）
経済波及効果まとめ

生産誘発額合
計（百万円）

付加価値誘発
額

就業者創出
（人）

雇用者創出
（人） 生産誘発額 付加価値誘発額就業者誘発数 雇用者誘発数

01 農業 15.6 8.0 6 1 （百万円） （百万円） （人） （人）

02 林業 6,376.2 5,258.5 380 131 経済波及効果(A) 11,428.17 8,003.01 766 413

03 漁業 3.2 1.8 0 0 当初需要額・県GDP(B) 7,700.00 19,135,712 － －

04 鉱業 2.4 0.9 0 0 当初比（C=A/B） 1.48 0.04% － －

05 飲食料品 80.0 26.9 4 3 備考

06 繊維製品 1.3 0.4 0 0

07 パルプ・紙木製品 15.5 5.3 0 0

08 化学製品 14.5 4.2 0 0

09 石油・石炭製品 3.7 0.8 0 0

10 窯業・土石製品 6.3 2.6 0 0

11 鉄鋼 3.0 0.8 0 0

12 非鉄金属 0.4 0.1 0 0

13 金属製品 6.0 2.2 0 0

14 一般機械 4.6 1.7 0 0

15 電気機械 4.1 1.1 0 0

16 情報・通信機器 6.4 1.4 0 0

17 電子部品 2.0 0.2 0 0

18 輸送機械 21.1 5.7 1 1

19 精密機械 0.2 0.1 0 0

20 その他の製造工業製品 11.0 4.4 0 0

21 建設 1,763.1 798.8 152 97

22 電力・ガス・熱供給 182.2 65.1 2 2

23 水道・廃棄物処理 287.4 152.4 4 4

24 商業 205.2 134.2 36 27

25 金融・保険 385.8 235.7 13 11

26 不動産 562.5 490.5 6 3

27 運輸 168.9 105.6 13 12

28 情報通信 113.8 65.1 4 4

29 公務 33.7 25.0 2 2

30 教育・研究 100.3 79.4 8 8

31 医療・保健・社会保障・介護 240.1 151.7 47 44

32 その他の公共サービス 62.8 38.7 11 8

33 対事業所サービス 331.7 179.9 36 27

34 対個人サービス 292.0 171.7 39 26

35 事務用品 14.4 0.0 0 0

36 分類不明 106.6 -17.7 2 2

合計 11,428.2 8,003.0 766 413

県GDP値：H19年度（名目値）

４ 経済波及効果計算プロセス
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経済波及効果計算プロセス（109部門分析ｼｰﾄ） （資料：兵庫県統計課「平成17年兵庫県産業連関表」）

中分類
コード
大分類
コード

県内最終需
要増加額
（直接効果）

投入係数 需要増加額 県内自給率
県内需要
増加額

1次間接
波及効果

直接+1次間
接波及効果

雇用者
所得率

雇用者所得
誘発額（直接
+1次間接波
及効果）

平均消費
性向
（H17/近畿）

民間消費に
よる需要
増加額

民間消費支
出構成比

民間消費に
よる需要
増加額

県内自給率
民間消費に
よる県内需
要増加額

2次間接
波及効果

総合効果（直
接+1次+2次
間接波及効
果）

粗付加価値
率
粗付加価値
誘発額

就業係数
（百万円当
り）

就業者創出
（人）

雇用係数
（百万円当
り）

雇用者創出
（人）

A B C=A×B D E=C×D
F=逆行列係数
×E

G=A+F H I=G×H J Ｋ=I×J L M=K×L N O=M×N
P＝逆行列係
数×O

Q=G+P R S=Q×R T U=Q×T V W=Q×V

1 1 耕種農業 0 8.4 0.189541 1.6 2.1 2.1 0.064781 0.1 0.008838 20.5 0.189541 3.9 6.6 9 0.539252 4.7 0.407137 4 0.019391 0

2 1 畜産 0 1.6 0.317285 0.5 0.7 0.7 0.043807 0.0 0.000852 2.0 0.317285 0.6 2.1 3 0.213360 0.6 0.407111 1 0.021238 0

3 1 農業サービス 0 0.0 1.000000 0.0 0.4 0.4 0.359487 0.1 0.001046 2.4 1.000000 2.4 3.7 4 0.659094 2.7 0.283938 1 0.151332 1

4 2 林業 6031 332.8 1.000000 332.8 343.7 6374.7 0.332977 2122.6 0.000597 1.4 1.000000 1.4 1.6 6,376 0.824696 5,258.5 0.059661 380 0.020473 131

5 3 漁業 0 0.0 0.532462 0.0 0.2 0.2 0.147036 0.0 0.001324 3.1 0.532462 1.6 3.0 3 0.584288 1.8 0.134642 0 0.022190 0

6 4 金属鉱物 0 0.0 0.000000 0.0 0.0 0.0 0.000000 0.0 0.000000 0.0 0.000000 0.0 0.0 0 0.000000 0.0 0.000000 0 0.000000 0

7 4 非金属鉱物 0 3.9 0.531635 2.1 2.4 2.4 0.163085 0.4 -0.000027 -0.1 0.531635 0.0 0.0 2 0.357085 0.9 0.025250 0 0.020805 0

8 4 石炭・原油・天然ガス 0 0.0 0.000000 0.0 0.0 0.0 0.000000 0.0 0.000000 0.0 0.000000 0.0 0.0 0 0.000000 0.0 0.000000 0 0.000000 0

9 5 食料品 0 16.4 0.293072 4.8 6.3 6.3 0.149809 0.9 0.066231 153.8 0.293072 45.1 53.8 60 0.279060 16.8 0.059248 4 0.053939 3

10 5 飲料 0 0.0 0.320136 0.0 0.2 0.2 0.112863 0.0 0.020383 47.3 0.320136 15.2 18.0 18 0.532739 9.7 0.011998 0 0.011216 0

11 5 飼料・有機質肥料（除別掲 0 0.6 0.429923 0.3 0.4 0.4 0.063233 0.0 0.000822 1.9 0.429923 0.8 1.3 2 0.237730 0.4 0.013224 0 0.012093 0

12 5 たばこ 0 0.0 0.000000 0.0 0.0 0.0 0.000000 0.0 0.009613 22.3 0.000000 0.0 0.0 0 0.000000 0.0 0.000000 0 0.000000 0

13 6 繊維工業製品 0 7.3 0.078778 0.6 0.7 0.7 0.197087 0.1 0.000686 1.6 0.078778 0.1 0.2 1 0.275108 0.3 0.091016 0 0.067412 0

14 6 衣服・その他の繊維既製 0 2.2 0.011202 0.0 0.1 0.1 0.222027 0.0 0.012590 29.2 0.011202 0.3 0.4 0 0.300145 0.1 0.161350 0 0.132897 0

15 7 製材・木製品 0 20.6 0.128104 2.6 3.1 3.1 0.247735 0.8 0.000263 0.6 0.128104 0.1 0.2 3 0.434122 1.4 0.123004 0 0.095214 0

16 7 家具・装備品 0 3.8 0.175036 0.7 1.5 1.5 0.251337 0.4 0.000818 1.9 0.175036 0.3 1.1 3 0.341733 0.9 0.076403 0 0.054944 0

17 7 パルプ・紙・板紙・加工紙 0 0.0 0.145344 0.0 0.8 0.8 0.125054 0.1 0.000123 0.3 0.145344 0.0 0.5 1 0.279385 0.4 0.016566 0 0.015530 0

18 7 紙加工品 0 8.1 0.335591 2.7 5.7 5.7 0.185569 1.0 0.000939 2.2 0.335591 0.7 2.6 8 0.319461 2.7 0.039772 0 0.036727 0

19 20 印刷・製版・製本 0 5.3 0.177900 0.9 2.8 2.8 0.255372 0.7 0.000252 0.6 0.177900 0.1 2.2 5 0.471744 2.3 0.055634 0 0.046421 0

20 8 化学肥料 0 1.6 0.168588 0.3 0.3 0.3 0.158377 0.1 0.000022 0.1 0.168588 0.0 0.1 0 0.352316 0.1 0.042649 0 0.041427 0

21 8 無機化学工業製品 0 17.6 0.190930 3.4 4.1 4.1 0.140424 0.6 0.000051 0.1 0.190930 0.0 0.3 4 0.318392 1.4 0.030409 0 0.029520 0

22 8 石油化学基礎製品 0 0.0 0.000245 0.0 0.0 0.0 0.016610 0.0 0.000000 0.0 0.000245 0.0 0.0 0 0.133595 0.0 0.005894 0 0.005715 0

23 8 有機化学工業製品（除石 0 0.5 0.192344 0.1 0.5 0.5 0.093177 0.0 0.000001 0.0 0.192344 0.0 0.3 1 0.198530 0.1 0.016185 0 0.015728 0

24 8 合成樹脂 0 0.0 0.098353 0.0 0.3 0.3 0.107321 0.0 0.000000 0.0 0.098353 0.0 0.0 0 0.226973 0.1 0.021179 0 0.020548 0

25 8 化学繊維 0 0.0 0.691431 0.0 0.5 0.5 0.117761 0.1 0.000000 0.0 0.691431 0.0 0.1 1 0.263108 0.1 0.025441 0 0.024696 0

26 8 医薬品 0 0.1 0.089373 0.0 0.7 0.7 0.133775 0.1 0.001849 4.3 0.089373 0.4 1.3 2 0.377625 0.8 0.016657 0 0.016169 0

27 8 化学最終製品（除医薬品 0 6.9 0.180770 1.2 2.2 2.2 0.133015 0.3 0.007173 16.7 0.180770 3.0 3.9 6 0.243663 1.5 0.028373 0 0.027489 0

28 9 石油製品 0 114.6 0.005518 0.6 0.8 0.8 0.011403 0.0 0.018572 43.1 0.005518 0.2 0.3 1 0.302945 0.3 0.018141 0 0.017349 0

29 9 石炭製品 0 0.0 0.477545 0.0 1.6 1.6 0.046588 0.1 0.000000 0.0 0.477545 0.0 0.9 3 0.175426 0.4 0.007811 0 0.007486 0

30 18 プラスチック製品 0 83.0 0.123638 10.3 12.6 12.6 0.186214 2.3 0.001329 3.1 0.123638 0.4 1.3 14 0.266653 3.7 0.046506 1 0.042535 1

31 18 ゴム製品 0 4.3 0.074553 0.3 0.7 0.7 0.259068 0.2 0.001341 3.1 0.074553 0.2 0.4 1 0.384869 0.4 0.072830 0 0.063483 0

32 18 なめし革・毛皮・同製品 0 0.4 0.078578 0.0 0.1 0.1 0.181693 0.0 0.004254 9.9 0.078578 0.8 0.8 1 0.309700 0.3 0.087156 0 0.066108 0

33 10 ガラス・ガラス製品 0 1.3 0.101237 0.1 0.3 0.3 0.153556 0.0 0.000308 0.7 0.101237 0.1 0.2 0 0.431990 0.2 0.037244 0 0.033969 0

34 10 セメント・セメント製品 0 1.0 0.567874 0.5 2.0 2.0 0.197112 0.4 0.000007 0.0 0.567874 0.0 0.6 3 0.391192 1.0 0.034867 0 0.031880 0

35 10 陶磁器 0 0.0 0.018444 0.0 0.0 0.0 0.259077 0.0 0.000190 0.4 0.018444 0.0 0.0 0 0.398260 0.0 0.183812 0 0.110817 0

36 10 その他の窯業・土石製品 0 6.8 0.282275 1.9 2.7 2.7 0.239103 0.7 0.000430 1.0 0.282275 0.3 0.5 3 0.412015 1.3 0.059446 0 0.050309 0

37 11 銑鉄・粗鋼 0 0.0 0.429031 0.0 0.2 0.2 0.074071 0.0 -0.000087 -0.2 0.429031 -0.1 -0.1 0 0.242003 0.0 0.000790 0 0.000767 0

38 11 鋼材 0 0.0 0.313750 0.0 1.4 1.4 0.073560 0.1 0.000000 0.0 0.313750 0.0 0.4 2 0.207584 0.4 0.010204 0 0.009937 0

39 11 鋳鍛造品 0 0.9 0.231981 0.2 0.6 0.6 0.187303 0.1 0.000000 0.0 0.231981 0.0 0.1 1 0.390786 0.3 0.026566 0 0.025637 0

40 11 その他の鉄鋼製品 0 0.0 0.264165 0.0 0.2 0.2 0.160947 0.0 0.000000 0.0 0.264165 0.0 0.1 0 0.263296 0.1 0.021889 0 0.020727 0

41 12 非鉄金属製錬・精製 0 0.0 0.033382 0.0 0.0 0.0 0.111370 0.0 0.000329 0.8 0.033382 0.0 0.0 0 0.252783 0.0 0.018179 0 0.017143 0

42 12 非鉄金属加工製品 0 0.4 0.084546 0.0 0.2 0.2 0.171591 0.0 0.000043 0.1 0.084546 0.0 0.1 0 0.245282 0.1 0.032515 0 0.030332 0

43 13 建設・建築用金属製品 0 0.3 0.176555 0.1 1.3 1.3 0.226815 0.3 0.000135 0.3 0.176555 0.1 0.5 2 0.326431 0.6 0.042904 0 0.036707 0

44 13 その他の金属製品 0 4.2 0.190717 0.8 2.5 2.5 0.265372 0.7 0.001068 2.5 0.190717 0.5 1.6 4 0.382444 1.6 0.062151 0 0.053672 0

45 14 一般産業機械 0 0.9 0.150143 0.1 1.0 1.0 0.195201 0.2 0.000059 0.1 0.150143 0.0 0.3 1 0.337663 0.4 0.029304 0 0.027109 0

46 14 特殊産業機械 0 0.0 0.155129 0.0 0.9 0.9 0.177311 0.2 0.000137 0.3 0.155129 0.0 0.3 1 0.322605 0.4 0.032453 0 0.029455 0

47 14 その他の一般機器及び部 0 10.1 0.114140 1.2 1.6 1.6 0.341558 0.5 0.000001 0.0 0.114140 0.0 0.1 2 0.450289 0.8 0.067722 0 0.061518 0

48 14 事務用・サービス用機器 0 0.0 0.088943 0.0 0.3 0.3 0.184634 0.1 0.000155 0.4 0.088943 0.0 0.1 0 0.319289 0.1 0.034557 0 0.032331 0

49 15 産業用電気機器 0 0.0 0.273386 0.0 0.7 0.7 0.197676 0.1 0.000091 0.2 0.273386 0.1 0.3 1 0.273043 0.3 0.033658 0 0.032337 0

50 15 電子応用装置・電気計測 0 0.0 (0.003479) 0.0 -0.0 (0.0) 0.197362 (0.0) 0.000000 0.0 -0.003479 0.0 0.0 -0 0.282457 -0.0 0.043648 0 0.041956 0

51 15 その他の電気機器 0 0.2 0.250177 0.1 0.4 0.4 0.180299 0.1 0.002181 5.1 0.250177 1.3 1.4 2 0.299383 0.5 0.038127 0 0.036772 0

52 15 民生用電気機器 0 0.0 0.053665 0.0 0.0 0.0 0.134304 0.0 0.009090 21.1 0.053665 1.1 1.2 1 0.265357 0.3 0.023836 0 0.022808 0

53 16 通信機器・同関連機器 0 0.0 0.213153 0.0 0.2 0.2 0.155512 0.0 0.010163 23.6 0.213153 5.0 5.1 5 0.224634 1.2 0.026639 0 0.026125 0

54 16 電子計算機・同関連機器 0 0.0 0.130417 0.0 0.0 0.0 0.076988 0.0 0.003405 7.9 0.130417 1.0 1.1 1 0.167111 0.2 0.015042 0 0.014720 0

55 17 半導体素子・集積回路 0 0.0 (0.017486) 0.0 -0.0 (0.0) 0.181344 (0.0) 0.000005 0.0 -0.017486 0.0 0.0 -0 0.315892 -0.0 0.032321 0 0.031465 0

56 17 その他の電子部品 0 0.0 0.174999 0.0 1.1 1.1 0.101893 0.1 0.000809 1.9 0.174999 0.3 1.0 2 0.118346 0.2 0.011604 0 0.011188 0

57 18 乗用車 0 0.0 0.000000 0.0 0.0 0.0 0.000000 0.0 0.015455 35.9 0.000000 0.0 0.0 0 0.000000 0.0 0.000000 0 0.000000 0

58 18 その他の自動車 0 0.0 0.106206 0.0 0.0 0.0 0.091023 0.0 0.003027 7.0 0.106206 0.7 0.7 1 0.147350 0.1 0.015718 0 0.015082 0

59 18 自動車部品・同付属品 0 0.0 0.106629 0.0 1.9 1.9 0.159580 0.3 0.000037 0.1 0.106629 0.0 0.6 2 0.220274 0.5 0.032736 0 0.030732 0

60 18 船舶・同修理 0 0.0 0.346111 0.0 0.0 0.0 0.188265 0.0 0.000039 0.1 0.346111 0.0 0.1 0 0.311984 0.0 0.034167 0 0.032240 0

61 18 その他の輸送機械・同修 0 0.0 0.330715 0.0 0.6 0.6 0.209932 0.1 0.000326 0.8 0.330715 0.3 1.3 2 0.308518 0.6 0.021317 0 0.020266 0

62 19 精密機械 0 0.5 0.013354 0.0 0.0 0.0 0.270082 0.0 0.003817 8.9 0.013354 0.1 0.1 0 0.373582 0.1 0.064195 0 0.059609 0

63 20 その他の製造工業製品 0 2.4 0.177104 0.4 1.1 1.1 0.165573 0.2 0.005098 11.8 0.177104 2.1 2.7 4 0.278748 1.1 0.046382 0 0.038147 0

64 20 再生資源回収・加工処理 0 0.0 1.000000 0.0 1.2 1.2 0.307351 0.4 0.000096 0.2 1.000000 0.2 1.0 2 0.424877 1.0 0.000000 0 0.000000 0

65 21 建築 0 0.0 1.000000 0.0 0.0 0.0 0.358460 0.0 0.000000 0.0 1.000000 0.0 0.0 0 0.447195 0.0 0.086181 0 0.054836 0

66 21 建設補修 0 52.0 1.000000 52.0 67.2 67.2 0.350542 23.6 0.000000 0.0 1.000000 0.0 26.8 94 0.438988 41.3 0.086179 8 0.054837 5

67 21 公共事業 1669 0.0 1.000000 0.0 0.0 1669.0 0.332977 555.7 0.000000 0.0 1.000000 0.0 0.0 1,669 0.453892 757.5 0.086181 144 0.054834 92

68 21 その他の土木建設 0 0.0 1.000000 0.0 0.0 0.0 0.378696 0.0 0.000000 0.0 1.000000 0.0 0.0 0 0.462493 0.0 0.086183 0 0.054834 0

69 22 電力 0 89.3 0.892803 79.7 101.7 101.7 0.102893 10.5 0.018065 42.0 0.892803 37.5 55.5 157 0.365996 57.5 0.012184 2 0.012181 2

70 22 ガス・熱供給 0 1.9 0.978644 1.8 3.6 3.6 0.141434 0.5 0.007666 17.8 0.978644 17.4 21.3 25 0.301474 7.5 0.012235 0 0.012151 0

71 23 水道 0 211.3 0.999706 211.3 246.8 246.8 0.159513 39.4 0.007468 17.3 0.999706 17.3 28.4 275 0.522587 143.8 0.012407 3 0.012407 3

72 23 廃棄物処理 0 2.6 0.922029 2.4 5.5 5.5 0.509957 2.8 0.000681 1.6 0.922029 1.5 6.7 12 0.700680 8.6 0.098449 1 0.094594 1

73 24 卸売 0 87.7 0.230037 20.2 30.2 30.2 0.352391 10.6 0.059297 137.7 0.230037 31.7 41.3 72 0.667233 47.7 0.087474 6 0.070499 5

74 24 小売 0 15.9 0.569961 9.1 12.6 12.6 0.480813 6.1 0.087449 203.1 0.569961 115.8 121.1 134 0.646925 86.5 0.226799 30 0.168132 22

75 25 金融 0 88.4 0.928031 82.0 184.3 184.3 0.222826 41.1 0.008153 18.9 0.928031 17.6 87.0 271 0.605061 164.1 0.031908 9 0.031085 8

76 25 保険 0 28.4 0.983188 27.9 32.0 32.0 0.422197 13.5 0.034448 80.0 0.983188 78.7 82.5 115 0.624862 71.6 0.034026 4 0.029070 3

77 26 不動産仲介及び賃貸 0 10.4 0.961730 10.0 23.3 23.3 0.202553 4.7 0.001574 3.7 0.961730 3.5 24.8 48 0.720676 34.6 0.084653 4 0.051604 2

78 26 住宅賃貸料 0 0.0 0.999878 0.0 0.0 0.0 0.041317 0.0 0.044238 102.8 0.999878 102.7 102.7 103 0.807267 82.9 0.017589 2 0.004929 1

79 26 住宅賃貸料（帰属家賃） 0 0.0 1.000000 0.0 0.0 0.0 0.000000 0.0 0.177284 411.8 1.000000 411.8 411.8 412 0.905817 373.0 0.000000 0 0.000000 0

80 27 鉄道輸送 0 5.6 0.791887 4.5 8.7 8.7 0.233517 2.0 0.015637 36.3 0.791887 28.8 32.3 41 0.620768 25.4 0.031394 1 0.031074 1

81 27 道路輸送 0 55.8 0.544429 30.4 37.9 37.9 0.536687 20.3 0.021675 50.3 0.544429 27.4 33.9 72 0.679705 48.8 0.130802 9 0.116132 8

82 27 水運 0 3.5 0.434767 1.5 2.9 2.9 0.204077 0.6 0.000882 2.0 0.434767 0.9 1.8 5 0.345680 1.6 0.043415 0 0.038646 0

83 27 航空輸送 0 6.4 0.330236 2.1 2.7 2.7 0.133729 0.4 0.007072 16.4 0.330236 5.4 6.1 9 0.270840 2.4 0.013459 0 0.013290 0

84 27 貨物利用運送 0 0.9 0.462949 0.4 0.6 0.6 0.503955 0.3 0.000408 0.9 0.462949 0.4 0.6 1 0.648192 0.8 0.086723 0 0.079605 0

85 27 倉庫 0 2.5 0.853510 2.1 3.6 3.6 0.367754 1.3 0.000759 1.8 0.853510 1.5 3.1 7 0.607797 4.0 0.089177 1 0.084906 1

86 27 運輸付帯サービス 0 7.7 0.929650 7.2 13.0 13.0 0.250564 3.3 0.006653 15.5 0.929650 14.4 21.7 35 0.646886 22.5 0.053334 2 0.043835 2

87 28 通信 0 18.7 0.790224 14.7 28.1 28.1 0.209463 5.9 0.023962 55.7 0.790224 44.0 58.5 87 0.586867 50.8 0.033808 3 0.033315 3

88 28 放送 0 0.2 1.000000 0.2 1.0 1.0 0.232398 0.2 0.002716 6.3 1.000000 6.3 7.8 9 0.542195 4.8 0.025059 0 0.024037 0

89 28 情報サービス 0 6.1 0.181715 1.1 5.2 5.2 0.344022 1.8 0.004714 10.9 0.181715 2.0 5.2 10 0.587657 6.1 0.110510 1 0.098279 1

90 28 インターネット付随サービ 0 0.1 0.579079 0.0 0.8 0.8 0.205745 0.2 0.000357 0.8 0.579079 0.5 1.4 2 0.424802 0.9 0.033761 0 0.030043 0

91 28 映像・文字情報制作 0 0.0 0.233076 0.0 1.2 1.2 0.271388 0.3 0.005304 12.3 0.233076 2.9 4.5 6 0.424036 2.4 0.042401 0 0.033159 0

92 29 公務 0 0.0 1.000000 0.0 26.8 26.8 0.427402 11.4 0.002216 5.1 1.000000 5.1 6.9 34 0.740984 25.0 0.058665 2 0.058665 2

93 30 教育 0 18.8 0.971166 18.3 18.8 18.8 0.712848 13.4 0.025733 59.8 0.971166 58.0 58.8 78 0.861610 66.9 0.088067 7 0.087354 7

94 30 研究 0 6.4 0.963558 6.2 15.5 15.5 0.440509 6.8 0.000947 2.2 0.963558 2.1 7.1 23 0.553263 12.5 0.065389 1 0.062533 1

95 31 医療・保健 0 39.5 0.999939 39.5 40.6 40.6 0.414339 16.8 0.025142 58.4 0.999939 58.4 59.9 101 0.541764 54.5 0.088339 9 0.068607 7

96 31 社会保障 0 95.7 1.000000 95.7 95.7 95.7 0.639876 61.2 0.016397 38.1 1.000000 38.1 38.1 134 0.695225 93.0 0.273469 37 0.268737 36

97 31 介護 0 0.0 1.000000 0.0 0.0 0.0 0.585639 0.0 0.002508 5.8 1.000000 5.8 5.8 6 0.724273 4.2 0.142335 1 0.118284 1

98 32 その他の公共サービス 0 18.8 0.947236 17.8 22.2 22.2 0.535170 11.9 0.017171 39.9 0.947236 37.8 40.6 63 0.616652 38.7 0.179492 11 0.129395 8

99 33 広告 0 6.4 0.171166 1.1 3.7 3.7 0.148426 0.5 0.000017 0.0 0.171166 0.0 3.3 7 0.467086 3.3 0.027400 0 0.021128 0

100 33 物品賃貸サービス 0 39.5 0.319955 12.7 19.0 19.0 0.110690 2.1 0.002208 5.1 0.319955 1.6 6.6 26 0.669114 17.1 0.060031 2 0.052125 1

101 33 自動車・機械修理 0 95.7 0.999979 95.7 116.8 116.8 0.275021 32.1 0.009949 23.1 0.999979 23.1 34.7 151 0.354920 53.7 0.057015 9 0.039344 6

102 33 対事業所サービス 0 87.5 0.761804 66.7 106.3 106.3 0.479904 51.0 0.002884 6.7 0.761804 5.1 41.4 148 0.716553 105.8 0.168209 25 0.132258 20

103 34 娯楽サービス 0 0.0 0.839031 0.0 0.1 0.1 0.214421 0.0 0.028864 67.0 0.839031 56.3 57.8 58 0.659193 38.2 0.100450 6 0.091320 5

104 34 飲食店 0 0.0 0.899439 0.0 0.0 0.0 0.287605 0.0 0.050176 116.5 0.899439 104.8 104.8 105 0.428241 44.9 0.131928 14 0.087430 9

105 34 宿泊業 0 0.0 0.400928 0.0 0.0 0.0 0.266631 0.0 0.017417 40.5 0.400928 16.2 16.2 16 0.467372 7.6 0.084737 1 0.075159 1

106 34 洗濯・理容・美容・浴場業 0 0.1 0.985091 0.1 2.2 2.2 0.336890 0.7 0.017585 40.8 0.985091 40.2 43.1 45 0.696530 31.6 0.220496 10 0.124290 6

107 34 その他の対個人サービス 0 2.0 0.973655 2.0 2.9 2.9 0.340031 1.0 0.027893 64.8 0.973655 63.1 64.8 68 0.730077 49.4 0.115244 8 0.074021 5

108 35 事務用品 0 8.4 1.000000 8.4 11.3 11.3 0.000000 0.0 0.000000 0.0 1.000000 0.0 3.1 14 0.000000 0.0 0.000000 0 0.000000 0

109 36 分類不明 0 108.6 0.829671 90.1 99.9 99.9 0.026910 2.7 0.000080 0.2 0.829671 0.2 6.7 107 -0.166191 -17.7 0.015138 2 0.014521 2

合計 7700 1,891.8 0.572223 1,386.2 1,812.8 9,512.79 0.260466 3092.8 0.751 2322.7 1.000000 2322.7 0.572223 1576.9 1915.4 11,428 0.492743 8,003.0 0.066240 766 0.052245 413

備考（参照WS) 最終需要推計投入分析表 投入分析表 分析係数 逆行列係数表 分析係数 最終需要推計 分析係数 分析係数 逆行列係数表 分析係数 分析係数 分析係数
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